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うちどくのブックリスト、略
りゃく

して「うちリス」です。

「うちどく（家読）」は、読
どく

書
しょ

を通
つう

じてコミュニケーションを図
はか

り、家
か

族
ぞく

のきずなを深
ふか

める

ことを目
もく

的
てき

にはじまった活
かつ

動
どう

です。

「うちどく」には特
とく

別
べつ

なルールはありません。大
たい

切
せつ

なのは、家族や身
み

近
ぢか

な人
ひと

と本
ほん

を楽
たの

しむ

ことです。ご家
か

庭
てい

にあったスタイルで取
と

り組
く

んでみましょう。

例
たと

えば、「うちどく」の日
ひ

を決
き

めたり、同
おな

じ本をまわし読
よ

むなど、家族みんなでルールを

決めて始
はじ

めてみてはどうでしょう。同じ本をみんなで読めば会
かい

話
わ

もいっそう弾
はず

みます。

また、お互
たが

いに本をすすめあってもいいでしょう。家族そろって本
ほん

屋
や

さんで本を選
えら

ぶなど、

どんな本を読むか相
そう

談
だん

しあうことでもコミュニケーションが生
う

まれます。

第
だい

号
ごう

のテーマは「みず」です。

「水
みず

の惑
わく

星
せい

」とよばれる地
ち

球
きゅう

は、表
ひょう

面
めん

の ％が水でおおわれています。

わたしたち人
にん

間
げん

の体
からだ

もまた、 ％（大人
お と な

は ％）が水でできています。

水は、地球にとってもわたしたちにとっても、なくてはならない大切なものです。

また、水はいくつものすがたをもっています。

雲
くも

になって雨
あめ

や雪
ゆき

をふらせ、川
かわ

になって海
うみ

へと流
なが

れ、やがてまた雲になります。

さまざまに形
かたち

を変
か

えて地球をめぐっているのです。

そんな不
ふ

思
し

議
ぎ

で大切な「みず」についての本をあつめました。

一人
ひ と り

で読んでも、一
いっ

緒
しょ

に読んでも楽
たの

しい。

「うちどく」をとおして、心
こころ

をうるおす一
いっ

冊
さつ

にであえますように。

【読書の目安】☆ 幼児～ ★ 低学年～ ★★ 中学年～ ★★★ 高学年～

【本の場所】本には、住所となるシールがついています。→

本をさがす時は、このシールをめじるしにしてください。

今号の作成：荒川区立中央図書館（ゆいの森あらかわ）

『雨、あめ』☆
ピーター・スピアー／作

評論社

ににわわででああそそんんででいいるるとと、、ああめめががふふっっててききたた。。おおねねええ

ちちゃゃんんととおおととううととははレレイインンココーートトににききががええ、、かかささをを

ささししててそそととににででたた。。

ああめめののななかか、、みみずずたたままりりででああそそんんだだりり、、ああままみみずずのの

ななががれれををみみたたりり、、いいつつももととははちちががっったたああそそびびををたたのの

ししみみ、、おおううちちへへかかええるる。。字字ののなないいええほほんん。。

ススヒヒ

『あわ あわ わあい！』☆
ジャクリーヌ・デイヴィーズ／作

ソニア・サンチェス／絵

林
はやし

木
き

林
りん

／訳

ほるぷ出版 ササンン

ななつつののププーールル、、ももぐぐるるととああぶぶくくがが ぽぽここぽぽここぽぽここ。。

わわたたししはは ちちょょううちちょょややイイルルカカののよよううににおおよよげげるる

けけれれどど、、おおととううととははままだだおおよよげげなないい。。わわたたししだだけけがが

ししっっててるる、、ひひかかるるみみずずににててららさされれたた ももっっとと ししたたのの

せせかかいい。。ああれれっっ、、おおととううととががみみずずににおおちちそそううににななっっ

てていいるる！！わわたたししににままかかせせてて！！

『ガオガオきょうりゅうのよる
しばいぬチャイロのおはなし・２』

たるいしまこ／作 ★
あかね書房

たたっっくくんんののううちちのの ししばばいいぬぬののチチャャイイロロはは、、たたっっくく

んんののかかささがが ききににななっっててししかかたたががあありりまませせんん。。ああちちここ

ちちささわわっってていいるるううちちにに、、かかささががひひららいいててししままいいまましし

たた。。かかささににかかかかれれたた ききょょううりりゅゅううののええがが ききににいいっっ

たたチチャャイイロロはは、、かかささををささししてて ああめめののよよるるををおおささんんぽぽ

すするるここととににししままししたた。。

ﾀﾀﾙﾙ

『ドラドラと伝説の竜』★★
片
かた

平
ひら

直
なお

樹
き

／作

高
たか

畠
ばたけ

純
じゅん

／絵

文研出版

竜竜
りゅう

ななののにに、、雨雨ををふふららせせるるののがが苦苦手手ななドドララドドララ。。雨雨をを

ふふららせせににおお父父ささんんととアアフフリリカカににききたたけけれれどど、、ぼぼくくにに

はは無無
む

理理
り

とと、、よよびび止止めめるるおお父父ささんんをを無無
む

視視
し

ししてて地地上上へへ。。

すするるととモモンンススタターーととままちちががわわれれてて、、モモンンススタターーハハ

ンンタターーににおおいいかかけけらられれててししままいいまますす。。

ｶｶﾀﾀ

『ひとしずくの水』★★
ウォルター・ウィック／作

林
はやし

田
だ

康
こう

一
いち

／訳

あすなろ書房

ひひととししずずくくのの水水とといいっっししょょにに““旅旅””ををししててみみまませせ

んんかか。。水水
すい

蒸蒸
じょう

気気
き

、、雲雲、、氷氷、、雪雪のの結結
けっ

晶晶
しょう

とと、、ささままざざままなな姿姿
すがた

にに変変
か

わわるる水水。。毎毎日日ふふれれてていいるる水水ににつついいてて、、どどののくくらら

いい知知っってていいるるででししょょううかか。。

一一
いっ

瞬瞬
しゅん

一一瞬瞬ををととららええたた写写真真にに、、水水ののふふししぎぎがが浮浮
う

かかびび

上上ががっっててききまますす。。

うちリスって？

今
こ ん

号
ご う

のテーマ

『 種類の氷』★★★
エレン・ブライアン・オベッド／文

バーバラ・マクリントック／絵

福
ふく

本
もと

友
ゆ

美
み

子
こ

／訳

ほるぷ出版

ささむむくくななっっててくくるるとと、、ババケケツツのの中中にに初初
はつ

氷氷
ごおり

がが見見つつかか

るる。。ここのの氷氷ははううすすくくててすすぐぐににわわれれててししままうう。。つつぎぎのの氷氷

ははももうう少少ししああつつみみががあありり、、冬冬ががふふかかくくななるるとと、、どどんんどど

んん氷氷ががああつつくくななっってていいくく。。ややががててリリンンククをを作作りり、、子子どど

ももたたちちははススケケーートトをを楽楽ししむむ。。 種種
しゅ

類類
るい

のの氷氷ととととももにに、、

生生きき生生ききとと冬冬ををすすごごすす子子どどももたたちちののおお話話。。

ｵｵﾍﾍ
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雲雲
くも
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あめ

、、雪雪
ゆき

、、氷氷
こおり

……。。

みみんんなな水水
みず

ががすすががたたをを

変変
か

ええたたももののでですす。。すがたをかえる水
み ず
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ちちゃゃんんととおおととううととははレレイインンココーートトににききががええ、、かかささをを

ささししててそそととににででたた。。

ああめめののななかか、、みみずずたたままりりででああそそんんだだりり、、ああままみみずずのの

ななががれれををみみたたりり、、いいつつももととははちちががっったたああそそびびををたたのの

ししみみ、、おおううちちへへかかええるる。。字字ののなないいええほほんん。。

ススヒヒ

『あわ あわ わあい！』☆
ジャクリーヌ・デイヴィーズ／作

ソニア・サンチェス／絵

林
はやし

木
き

林
りん

／訳

ほるぷ出版 ササンン

ななつつののププーールル、、ももぐぐるるととああぶぶくくがが ぽぽここぽぽここぽぽここ。。

わわたたししはは ちちょょううちちょょややイイルルカカののよよううににおおよよげげるる

けけれれどど、、おおととううととははままだだおおよよげげなないい。。わわたたししだだけけがが

ししっっててるる、、ひひかかるるみみずずににててららさされれたた ももっっとと ししたたのの

せせかかいい。。ああれれっっ、、おおととううととががみみずずににおおちちそそううににななっっ

てていいるる！！わわたたししににままかかせせてて！！

『ガオガオきょうりゅうのよる
しばいぬチャイロのおはなし・２』

たるいしまこ／作 ★
あかね書房

たたっっくくんんののううちちのの ししばばいいぬぬののチチャャイイロロはは、、たたっっくく

んんののかかささがが ききににななっっててししかかたたががあありりまませせんん。。ああちちここ

ちちささわわっってていいるるううちちにに、、かかささががひひららいいててししままいいまましし

たた。。かかささににかかかかれれたた ききょょううりりゅゅううののええがが ききににいいっっ

たたチチャャイイロロはは、、かかささををささししてて ああめめののよよるるををおおささんんぽぽ

すするるここととににししままししたた。。

ﾀﾀﾙﾙ

『ドラドラと伝説の竜』★★
片
かた

平
ひら

直
なお

樹
き

／作

高
たか

畠
ばたけ

純
じゅん

／絵

文研出版

竜竜
りゅう

ななののにに、、雨雨ををふふららせせるるののがが苦苦手手ななドドララドドララ。。雨雨をを

ふふららせせににおお父父ささんんととアアフフリリカカににききたたけけれれどど、、ぼぼくくにに

はは無無
む

理理
り

とと、、よよびび止止めめるるおお父父ささんんをを無無
む

視視
し

ししてて地地上上へへ。。

すするるととモモンンススタターーととままちちががわわれれてて、、モモンンススタターーハハ

ンンタターーににおおいいかかけけらられれててししままいいまますす。。

ｶｶﾀﾀ

『ひとしずくの水』★★
ウォルター・ウィック／作

林
はやし

田
だ

康
こう

一
いち

／訳

あすなろ書房

ひひととししずずくくのの水水とといいっっししょょにに““旅旅””ををししててみみまませせ

んんかか。。水水
すい

蒸蒸
じょう

気気
き

、、雲雲、、氷氷、、雪雪のの結結
けっ

晶晶
しょう

とと、、ささままざざままなな姿姿
すがた

にに変変
か

わわるる水水。。毎毎日日ふふれれてていいるる水水ににつついいてて、、どどののくくらら

いい知知っってていいるるででししょょううかか。。

一一
いっ

瞬瞬
しゅん

一一瞬瞬ををととららええたた写写真真にに、、水水ののふふししぎぎがが浮浮
う

かかびび

上上ががっっててききまますす。。

うちリスって？

今
こ ん

号
ご う

のテーマ

『 種類の氷』★★★
エレン・ブライアン・オベッド／文

バーバラ・マクリントック／絵

福
ふく

本
もと

友
ゆ

美
み

子
こ

／訳

ほるぷ出版

ささむむくくななっっててくくるるとと、、ババケケツツのの中中にに初初
はつ

氷氷
ごおり

がが見見つつかか

るる。。ここのの氷氷ははううすすくくててすすぐぐににわわれれててししままうう。。つつぎぎのの氷氷

ははももうう少少ししああつつみみががあありり、、冬冬ががふふかかくくななるるとと、、どどんんどど

んん氷氷ががああつつくくななっってていいくく。。ややががててリリンンククをを作作りり、、子子どど

ももたたちちははススケケーートトをを楽楽ししむむ。。 種種
しゅ

類類
るい

のの氷氷ととととももにに、、

生生きき生生ききとと冬冬ををすすごごすす子子どどももたたちちののおお話話。。

ｵｵﾍﾍ

ススヒヒ

雲雲
くも

、、雨雨
あめ

、、雪雪
ゆき

、、氷氷
こおり

……。。

みみんんなな水水
みず

ががすすががたたをを

変変
か

ええたたももののでですす。。すがたをかえる水
み ず

うちどくのブックリスト、略
りゃく

して「うちリス」です。

「うちどく（家読）」は、読
どく

書
しょ

を通
つう

じてコミュニケーションを図
はか

り、家
か

族
ぞく

のきずなを深
ふか

める

ことを目
もく

的
てき

にはじまった活
かつ

動
どう

です。

「うちどく」には特
とく

別
べつ

なルールはありません。大
たい

切
せつ

なのは、家族や身
み

近
ぢか

な人
ひと

と本
ほん

を楽
たの

しむ

ことです。ご家
か

庭
てい

にあったスタイルで取
と

り組
く

んでみましょう。

例
たと

えば、「うちどく」の日
ひ

を決
き

めたり、同
おな

じ本をまわし読
よ

むなど、家族みんなでルールを

決めて始
はじ

めてみてはどうでしょう。同じ本をみんなで読めば会
かい

話
わ

もいっそう弾
はず

みます。

また、お互
たが

いに本をすすめあってもいいでしょう。家族そろって本
ほん

屋
や

さんで本を選
えら

ぶなど、

どんな本を読むか相
そう

談
だん

しあうことでもコミュニケーションが生
う

まれます。

第
だい

号
ごう

のテーマは「みず」です。

「水
みず

の惑
わく

星
せい

」とよばれる地
ち

球
きゅう

は、表
ひょう

面
めん

の ％が水でおおわれています。

わたしたち人
にん

間
げん

の体
からだ

もまた、 ％（大人
お と な

は ％）が水でできています。

水は、地球にとってもわたしたちにとっても、なくてはならない大切なものです。

また、水はいくつものすがたをもっています。

雲
くも

になって雨
あめ

や雪
ゆき

をふらせ、川
かわ

になって海
うみ

へと流
なが

れ、やがてまた雲になります。

さまざまに形
かたち

を変
か

えて地球をめぐっているのです。

そんな不
ふ

思
し

議
ぎ

で大切な「みず」についての本をあつめました。

一人
ひ と り

で読んでも、一
いっ

緒
しょ

に読んでも楽
たの

しい。

「うちどく」をとおして、心
こころ

をうるおす一
いっ

冊
さつ

にであえますように。

【読書の目安】☆ 幼児～ ★ 低学年～ ★★ 中学年～ ★★★ 高学年～

【本の場所】本には、住所となるシールがついています。→

本をさがす時は、このシールをめじるしにしてください。
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はは無無
む

理理
り

とと、、よよびび止止めめるるおお父父ささんんをを無無
む

視視
し

ししてて地地上上へへ。。

すするるととモモンンススタターーととままちちががわわれれてて、、モモンンススタターーハハ

ンンタターーににおおいいかかけけらられれててししままいいまますす。。

ｶｶﾀﾀ

『ひとしずくの水』★★
ウォルター・ウィック／作

林
はやし

田
だ

康
こう

一
いち

／訳

あすなろ書房

ひひととししずずくくのの水水とといいっっししょょにに““旅旅””ををししててみみまませせ

んんかか。。水水
すい

蒸蒸
じょう

気気
き

、、雲雲、、氷氷、、雪雪のの結結
けっ

晶晶
しょう

とと、、ささままざざままなな姿姿
すがた

にに変変
か

わわるる水水。。毎毎日日ふふれれてていいるる水水ににつついいてて、、どどののくくらら

いい知知っってていいるるででししょょううかか。。

一一
いっ

瞬瞬
しゅん

一一瞬瞬ををととららええたた写写真真にに、、水水ののふふししぎぎがが浮浮
う

かかびび

上上ががっっててききまますす。。

うちリスって？

今
こ ん

号
ご う

のテーマ

『 種類の氷』★★★
エレン・ブライアン・オベッド／文

バーバラ・マクリントック／絵

福
ふく

本
もと

友
ゆ

美
み

子
こ

／訳

ほるぷ出版

ささむむくくななっっててくくるるとと、、ババケケツツのの中中にに初初
はつ

氷氷
ごおり

がが見見つつかか

るる。。ここのの氷氷ははううすすくくててすすぐぐににわわれれててししままうう。。つつぎぎのの氷氷

ははももうう少少ししああつつみみががあありり、、冬冬ががふふかかくくななるるとと、、どどんんどど

んん氷氷ががああつつくくななっってていいくく。。ややががててリリンンククをを作作りり、、子子どど

ももたたちちははススケケーートトをを楽楽ししむむ。。 種種
しゅ

類類
るい

のの氷氷ととととももにに、、

生生きき生生ききとと冬冬ををすすごごすす子子どどももたたちちののおお話話。。

ｵｵﾍﾍ

ススヒヒ

雲雲
くも

、、雨雨
あめ

、、雪雪
ゆき

、、氷氷
こおり

……。。

みみんんなな水水
みず

ががすすががたたをを

変変
か

ええたたももののでですす。。すがたをかえる水
み ず

うちどくのブックリスト、略
りゃく

して「うちリス」です。

「うちどく（家読）」は、読
どく

書
しょ

を通
つう

じてコミュニケーションを図
はか

り、家
か

族
ぞく

のきずなを深
ふか

める

ことを目
もく

的
てき

にはじまった活
かつ

動
どう

です。

「うちどく」には特
とく

別
べつ

なルールはありません。大
たい

切
せつ

なのは、家族や身
み

近
ぢか

な人
ひと

と本
ほん

を楽
たの

しむ

ことです。ご家
か

庭
てい

にあったスタイルで取
と

り組
く

んでみましょう。

例
たと

えば、「うちどく」の日
ひ

を決
き

めたり、同
おな

じ本をまわし読
よ

むなど、家族みんなでルールを

決めて始
はじ

めてみてはどうでしょう。同じ本をみんなで読めば会
かい

話
わ

もいっそう弾
はず

みます。

また、お互
たが

いに本をすすめあってもいいでしょう。家族そろって本
ほん

屋
や

さんで本を選
えら

ぶなど、

どんな本を読むか相
そう

談
だん

しあうことでもコミュニケーションが生
う

まれます。

第
だい

号
ごう

のテーマは「みず」です。

「水
みず

の惑
わく

星
せい

」とよばれる地
ち

球
きゅう

は、表
ひょう

面
めん

の ％が水でおおわれています。

わたしたち人
にん

間
げん

の体
からだ

もまた、 ％（大人
お と な

は ％）が水でできています。

水は、地球にとってもわたしたちにとっても、なくてはならない大切なものです。

また、水はいくつものすがたをもっています。

雲
くも

になって雨
あめ

や雪
ゆき

をふらせ、川
かわ

になって海
うみ

へと流
なが

れ、やがてまた雲になります。

さまざまに形
かたち

を変
か

えて地球をめぐっているのです。

そんな不
ふ

思
し

議
ぎ

で大切な「みず」についての本をあつめました。

一人
ひ と り

で読んでも、一
いっ

緒
しょ

に読んでも楽
たの

しい。

「うちどく」をとおして、心
こころ

をうるおす一
いっ

冊
さつ

にであえますように。

【読書の目安】☆ 幼児～ ★ 低学年～ ★★ 中学年～ ★★★ 高学年～

【本の場所】本には、住所となるシールがついています。→

本をさがす時は、このシールをめじるしにしてください。

今号の作成：荒川区立中央図書館（ゆいの森あらかわ）

『雨、あめ』☆
ピーター・スピアー／作

評論社

ににわわででああそそんんででいいるるとと、、ああめめががふふっっててききたた。。おおねねええ

ちちゃゃんんととおおととううととははレレイインンココーートトににききががええ、、かかささをを

ささししててそそととににででたた。。

ああめめののななかか、、みみずずたたままりりででああそそんんだだりり、、ああままみみずずのの

ななががれれををみみたたりり、、いいつつももととははちちががっったたああそそびびををたたのの

ししみみ、、おおううちちへへかかええるる。。字字ののなないいええほほんん。。

ススヒヒ

『あわ あわ わあい！』☆
ジャクリーヌ・デイヴィーズ／作

ソニア・サンチェス／絵

林
はやし

木
き

林
りん

／訳

ほるぷ出版 ササンン

ななつつののププーールル、、ももぐぐるるととああぶぶくくがが ぽぽここぽぽここぽぽここ。。

わわたたししはは ちちょょううちちょょややイイルルカカののよよううににおおよよげげるる

けけれれどど、、おおととううととははままだだおおよよげげなないい。。わわたたししだだけけがが

ししっっててるる、、ひひかかるるみみずずににててららさされれたた ももっっとと ししたたのの

せせかかいい。。ああれれっっ、、おおととううととががみみずずににおおちちそそううににななっっ

てていいるる！！わわたたししににままかかせせてて！！

『ガオガオきょうりゅうのよる
しばいぬチャイロのおはなし・２』

たるいしまこ／作 ★
あかね書房

たたっっくくんんののううちちのの ししばばいいぬぬののチチャャイイロロはは、、たたっっくく

んんののかかささがが ききににななっっててししかかたたががあありりまませせんん。。ああちちここ

ちちささわわっってていいるるううちちにに、、かかささががひひららいいててししままいいまましし

たた。。かかささににかかかかれれたた ききょょううりりゅゅううののええがが ききににいいっっ

たたチチャャイイロロはは、、かかささををささししてて ああめめののよよるるををおおささんんぽぽ

すするるここととににししままししたた。。

ﾀﾀﾙﾙ

『ドラドラと伝説の竜』★★
片
かた

平
ひら

直
なお

樹
き

／作

高
たか

畠
ばたけ

純
じゅん

／絵

文研出版

竜竜
りゅう

ななののにに、、雨雨ををふふららせせるるののがが苦苦手手ななドドララドドララ。。雨雨をを

ふふららせせににおお父父ささんんととアアフフリリカカににききたたけけれれどど、、ぼぼくくにに

はは無無
む

理理
り

とと、、よよびび止止めめるるおお父父ささんんをを無無
む

視視
し

ししてて地地上上へへ。。

すするるととモモンンススタターーととままちちががわわれれてて、、モモンンススタターーハハ

ンンタターーににおおいいかかけけらられれててししままいいまますす。。

ｶｶﾀﾀ

『ひとしずくの水』★★
ウォルター・ウィック／作

林
はやし

田
だ

康
こう

一
いち

／訳

あすなろ書房

ひひととししずずくくのの水水とといいっっししょょにに““旅旅””ををししててみみまませせ

んんかか。。水水
すい

蒸蒸
じょう

気気
き

、、雲雲、、氷氷、、雪雪のの結結
けっ

晶晶
しょう

とと、、ささままざざままなな姿姿
すがた

にに変変
か

わわるる水水。。毎毎日日ふふれれてていいるる水水ににつついいてて、、どどののくくらら

いい知知っってていいるるででししょょううかか。。

一一
いっ

瞬瞬
しゅん

一一瞬瞬ををととららええたた写写真真にに、、水水ののふふししぎぎがが浮浮
う

かかびび

上上ががっっててききまますす。。

うちリスって？

今
こ ん

号
ご う

のテーマ

『 種類の氷』★★★
エレン・ブライアン・オベッド／文

バーバラ・マクリントック／絵

福
ふく

本
もと

友
ゆ

美
み

子
こ

／訳

ほるぷ出版

ささむむくくななっっててくくるるとと、、ババケケツツのの中中にに初初
はつ

氷氷
ごおり

がが見見つつかか

るる。。ここのの氷氷ははううすすくくててすすぐぐににわわれれててししままうう。。つつぎぎのの氷氷

ははももうう少少ししああつつみみががあありり、、冬冬ががふふかかくくななるるとと、、どどんんどど

んん氷氷ががああつつくくななっってていいくく。。ややががててリリンンククをを作作りり、、子子どど

ももたたちちははススケケーートトをを楽楽ししむむ。。 種種
しゅ

類類
るい

のの氷氷ととととももにに、、

生生きき生生ききとと冬冬ををすすごごすす子子どどももたたちちののおお話話。。

ｵｵﾍﾍ

ススヒヒ

雲雲
くも

、、雨雨
あめ

、、雪雪
ゆき

、、氷氷
こおり

……。。

みみんんなな水水
みず

ががすすががたたをを

変変
か

ええたたももののでですす。。すがたをかえる水
み ず
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『漂流物』☆ 
デイヴィッド・ウィーズナー／作 
BL出版 

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。  

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいまましし

たた！！ 

ウウイイ  

『あまがえるりょこうしゃ 
トンボいけたんけん』☆ 

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく 

福音館書店 

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの  ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるるみみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。  

ママツツ  

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。  

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。 

『やぶこぎ 
川辺の草はらと生き物たち』 

モリナガ・ヨウ／作    ★★ 

畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作 

くもん出版 4466  

『風車小屋ねこカッチェ』 
グレッチェン・ウェルフレ／文 

ニコラ・ベイリー／絵  ★★ 

今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳 

BL出版 へへイイ  

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと  ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。  

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて、、堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。 

『ともだちは海のにおい』★★ 
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作  

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵 

理論社 

おお茶茶ががすすききなな  いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな  くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの  ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。  

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。 

ｸｸﾄﾄ  

『タマゾン川 
多摩川でいのちを考える』★★★ 
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著 

旬報社 

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。  

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。 

5511  

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて  すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。  

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた  ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん  ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。  

『おすのつぼにすんでいた 
おばあさん』★ 

ルーマー・ゴッデン／作 

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵 

徳間書店 
ｺｺﾂﾂ  

『ネッシーのおむこさん』★ 
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作 

西
にし

川
かわ

おさむ／絵   

金の星社 

ネネススここにに  かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた  かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。  

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと  かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと  ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。    

ｶｶﾄﾄ  

『ホホジロザメ』★★ 
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文 

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵 

福音館書店 

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。  

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。  

 

4488..77  

『しんかい 6500 
深海のひみつをさぐれ！』 

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作      ★★ 

友
とも

永
なが

たろ／絵 

くもん出版 

空空気気ががななくく、、ままっっ暗暗でで、、水水
すい

圧圧
あつ

ででおおししつつぶぶさされれててしし

ままうう深深
しん

海海
かい

。。““ ししんんかかいい 66550000”” はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささ

ぐぐりり、、海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、11660000回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。  

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ ししんんかかいい 66550000”” ののひひみみ
つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！  

6655  

『ガリバーのむすこ』★★★ 
マイケル・モーパーゴ／作 

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳 

小学館 

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。  

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？  

ﾓﾓﾊﾊ  

『シャーロット・ドイルの告白』 
アヴィ／作        ★★★ 

茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳 

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵 

あすなろ書房 

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。  

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。  

ｱｱﾋﾋ  

あっちこっち 水
み ず

めぐり 
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。  

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。  
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『漂流物』☆ 
デイヴィッド・ウィーズナー／作 
BL出版 

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。  

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいまましし

たた！！ 

ウウイイ  

『あまがえるりょこうしゃ 
トンボいけたんけん』☆ 

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく 

福音館書店 

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの  ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるるみみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。  

ママツツ  

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。  

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。 

『やぶこぎ 
川辺の草はらと生き物たち』 

モリナガ・ヨウ／作    ★★ 

畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作 

くもん出版 4466  

『風車小屋ねこカッチェ』 
グレッチェン・ウェルフレ／文 

ニコラ・ベイリー／絵  ★★ 

今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳 

BL出版 へへイイ  

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと  ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。  

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて、、堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。 

『ともだちは海のにおい』★★ 
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作  

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵 

理論社 

おお茶茶ががすすききなな  いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな  くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの  ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。  

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。 

ｸｸﾄﾄ  

『タマゾン川 
多摩川でいのちを考える』★★★ 
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著 

旬報社 

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。  

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。 

5511  

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて  すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。  

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた  ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん  ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。  

『おすのつぼにすんでいた 
おばあさん』★ 

ルーマー・ゴッデン／作 

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵 

徳間書店 
ｺｺﾂﾂ  

『ネッシーのおむこさん』★ 
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作 

西
にし

川
かわ

おさむ／絵   

金の星社 

ネネススここにに  かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた  かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。  

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと  かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと  ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。    

ｶｶﾄﾄ  

『ホホジロザメ』★★ 
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文 

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵 

福音館書店 

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。  

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。  

 

4488..77  

『しんかい 6500 
深海のひみつをさぐれ！』 

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作      ★★ 

友
とも

永
なが

たろ／絵 

くもん出版 

空空気気ががななくく、、ままっっ暗暗でで、、水水
すい

圧圧
あつ

ででおおししつつぶぶさされれててしし

ままうう深深
しん

海海
かい

。。““ ししんんかかいい 66550000”” はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささ

ぐぐりり、、海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、11660000回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。  

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ ししんんかかいい 66550000”” ののひひみみ
つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！  

6655  

『ガリバーのむすこ』★★★ 
マイケル・モーパーゴ／作 

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳 

小学館 

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。  

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？  

ﾓﾓﾊﾊ  

『シャーロット・ドイルの告白』 
アヴィ／作        ★★★ 

茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳 

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵 

あすなろ書房 

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。  

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。  

ｱｱﾋﾋ  

あっちこっち 水
み ず

めぐり 
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。  

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。  
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うちどくのブックリスト、略
りゃく

して「うちリス」です。

「うちどく（家読）」は、読
どく

書
しょ

を通
つう

じてコミュニケーションを図
はか

り、家
か

族
ぞく

のきずなを深
ふか

める

ことを目
もく

的
てき

にはじまった活
かつ

動
どう

です。

「うちどく」には特
とく

別
べつ

なルールはありません。大
たい

切
せつ

なのは、家族や身
み

近
ぢか

な人
ひと

と本
ほん

を楽
たの

しむ

ことです。ご家
か

庭
てい

にあったスタイルで取
と

り組
く

んでみましょう。

例
たと

えば、「うちどく」の日
ひ

を決
き

めたり、同
おな

じ本をまわし読
よ

むなど、家族みんなでルールを

決めて始
はじ

めてみてはどうでしょう。同じ本をみんなで読めば会
かい

話
わ

もいっそう弾
はず

みます。

また、お互
たが

いに本をすすめあってもいいでしょう。家族そろって本
ほん

屋
や

さんで本を選
えら

ぶなど、

どんな本を読むか相
そう

談
だん

しあうことでもコミュニケーションが生
う

まれます。

第
だい

号
ごう

のテーマは「みず」です。

「水
みず

の惑
わく

星
せい

」とよばれる地
ち

球
きゅう

は、表
ひょう

面
めん

の ％が水でおおわれています。

わたしたち人
にん

間
げん

の体
からだ

もまた、 ％（大人
お と な

は ％）が水でできています。

水は、地球にとってもわたしたちにとっても、なくてはならない大切なものです。

また、水はいくつものすがたをもっています。

雲
くも

になって雨
あめ

や雪
ゆき

をふらせ、川
かわ

になって海
うみ

へと流
なが

れ、やがてまた雲になります。

さまざまに形
かたち

を変
か

えて地球をめぐっているのです。

そんな不
ふ

思
し

議
ぎ

で大切な「みず」についての本をあつめました。

一人
ひ と り

で読んでも、一
いっ

緒
しょ

に読んでも楽
たの

しい。

「うちどく」をとおして、心
こころ

をうるおす一
いっ

冊
さつ

にであえますように。

【読書の目安】☆ 幼児～ ★ 低学年～ ★★ 中学年～ ★★★ 高学年～

【本の場所】本には、住所となるシールがついています。→

本をさがす時は、このシールをめじるしにしてください。

今号の作成：荒川区立中央図書館（ゆいの森あらかわ）

『雨、あめ』☆
ピーター・スピアー／作

評論社

ににわわででああそそんんででいいるるとと、、ああめめががふふっっててききたた。。おおねねええ

ちちゃゃんんととおおととううととははレレイインンココーートトににききががええ、、かかささをを

ささししててそそととににででたた。。

ああめめののななかか、、みみずずたたままりりででああそそんんだだりり、、ああままみみずずのの

ななががれれををみみたたりり、、いいつつももととははちちががっったたああそそびびををたたのの

ししみみ、、おおううちちへへかかええるる。。字字ののなないいええほほんん。。

ススヒヒ

『あわ あわ わあい！』☆
ジャクリーヌ・デイヴィーズ／作

ソニア・サンチェス／絵

林
はやし

木
き

林
りん

／訳

ほるぷ出版 ササンン

ななつつののププーールル、、ももぐぐるるととああぶぶくくがが ぽぽここぽぽここぽぽここ。。

わわたたししはは ちちょょううちちょょややイイルルカカののよよううににおおよよげげるる

けけれれどど、、おおととううととははままだだおおよよげげなないい。。わわたたししだだけけがが

ししっっててるる、、ひひかかるるみみずずににててららさされれたた ももっっとと ししたたのの

せせかかいい。。ああれれっっ、、おおととううととががみみずずににおおちちそそううににななっっ

てていいるる！！わわたたししににままかかせせてて！！

『ガオガオきょうりゅうのよる
しばいぬチャイロのおはなし・２』

たるいしまこ／作 ★
あかね書房

たたっっくくんんののううちちのの ししばばいいぬぬののチチャャイイロロはは、、たたっっくく

んんののかかささがが ききににななっっててししかかたたががあありりまませせんん。。ああちちここ

ちちささわわっってていいるるううちちにに、、かかささががひひららいいててししままいいまましし

たた。。かかささににかかかかれれたた ききょょううりりゅゅううののええがが ききににいいっっ

たたチチャャイイロロはは、、かかささををささししてて ああめめののよよるるををおおささんんぽぽ

すするるここととににししままししたた。。

ﾀﾀﾙﾙ

『ドラドラと伝説の竜』★★
片
かた

平
ひら

直
なお

樹
き

／作

高
たか

畠
ばたけ

純
じゅん

／絵

文研出版

竜竜
りゅう

ななののにに、、雨雨ををふふららせせるるののがが苦苦手手ななドドララドドララ。。雨雨をを

ふふららせせににおお父父ささんんととアアフフリリカカににききたたけけれれどど、、ぼぼくくにに

はは無無
む

理理
り

とと、、よよびび止止めめるるおお父父ささんんをを無無
む

視視
し

ししてて地地上上へへ。。

すするるととモモンンススタターーととままちちががわわれれてて、、モモンンススタターーハハ

ンンタターーににおおいいかかけけらられれててししままいいまますす。。

ｶｶﾀﾀ

『ひとしずくの水』★★
ウォルター・ウィック／作

林
はやし

田
だ

康
こう

一
いち

／訳

あすなろ書房

ひひととししずずくくのの水水とといいっっししょょにに““旅旅””ををししててみみまませせ

んんかか。。水水
すい

蒸蒸
じょう

気気
き

、、雲雲、、氷氷、、雪雪のの結結
けっ

晶晶
しょう

とと、、ささままざざままなな姿姿
すがた

にに変変
か

わわるる水水。。毎毎日日ふふれれてていいるる水水ににつついいてて、、どどののくくらら

いい知知っってていいるるででししょょううかか。。

一一
いっ

瞬瞬
しゅん

一一瞬瞬ををととららええたた写写真真にに、、水水ののふふししぎぎがが浮浮
う

かかびび

上上ががっっててききまますす。。

うちリスって？

今
こ ん

号
ご う

のテーマ

『 種類の氷』★★★
エレン・ブライアン・オベッド／文

バーバラ・マクリントック／絵

福
ふく

本
もと

友
ゆ

美
み

子
こ

／訳

ほるぷ出版

ささむむくくななっっててくくるるとと、、ババケケツツのの中中にに初初
はつ

氷氷
ごおり

がが見見つつかか

るる。。ここのの氷氷ははううすすくくててすすぐぐににわわれれててししままうう。。つつぎぎのの氷氷

ははももうう少少ししああつつみみががあありり、、冬冬ががふふかかくくななるるとと、、どどんんどど

んん氷氷ががああつつくくななっってていいくく。。ややががててリリンンククをを作作りり、、子子どど

ももたたちちははススケケーートトをを楽楽ししむむ。。 種種
しゅ

類類
るい

のの氷氷ととととももにに、、

生生きき生生ききとと冬冬ををすすごごすす子子どどももたたちちののおお話話。。

ｵｵﾍﾍ

ススヒヒ

雲雲
くも

、、雨雨
あめ

、、雪雪
ゆき

、、氷氷
こおり

……。。

みみんんなな水水
みず

ががすすががたたをを

変変
か

ええたたももののでですす。。すがたをかえる水
み ず

うちどくのブックリスト、略
りゃく

して「うちリス」です。

「うちどく（家読）」は、読
どく

書
しょ

を通
つう

じてコミュニケーションを図
はか

り、家
か

族
ぞく

のきずなを深
ふか

める

ことを目
もく

的
てき

にはじまった活
かつ

動
どう

です。

「うちどく」には特
とく

別
べつ

なルールはありません。大
たい

切
せつ

なのは、家族や身
み

近
ぢか

な人
ひと

と本
ほん

を楽
たの

しむ

ことです。ご家
か

庭
てい

にあったスタイルで取
と

り組
く

んでみましょう。

例
たと

えば、「うちどく」の日
ひ

を決
き

めたり、同
おな

じ本をまわし読
よ

むなど、家族みんなでルールを

決めて始
はじ

めてみてはどうでしょう。同じ本をみんなで読めば会
かい

話
わ

もいっそう弾
はず

みます。

また、お互
たが

いに本をすすめあってもいいでしょう。家族そろって本
ほん

屋
や

さんで本を選
えら

ぶなど、

どんな本を読むか相
そう

談
だん

しあうことでもコミュニケーションが生
う

まれます。

第
だい

号
ごう

のテーマは「みず」です。

「水
みず

の惑
わく

星
せい

」とよばれる地
ち

球
きゅう

は、表
ひょう

面
めん

の ％が水でおおわれています。

わたしたち人
にん

間
げん

の体
からだ

もまた、 ％（大人
お と な

は ％）が水でできています。

水は、地球にとってもわたしたちにとっても、なくてはならない大切なものです。

また、水はいくつものすがたをもっています。

雲
くも

になって雨
あめ

や雪
ゆき

をふらせ、川
かわ

になって海
うみ

へと流
なが

れ、やがてまた雲になります。

さまざまに形
かたち

を変
か

えて地球をめぐっているのです。

そんな不
ふ

思
し

議
ぎ

で大切な「みず」についての本をあつめました。

一人
ひ と り

で読んでも、一
いっ

緒
しょ

に読んでも楽
たの

しい。

「うちどく」をとおして、心
こころ

をうるおす一
いっ

冊
さつ

にであえますように。

【読書の目安】☆ 幼児～ ★ 低学年～ ★★ 中学年～ ★★★ 高学年～

【本の場所】本には、住所となるシールがついています。→

本をさがす時は、このシールをめじるしにしてください。
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む

視視
し

ししてて地地上上へへ。。

すするるととモモンンススタターーととままちちががわわれれてて、、モモンンススタターーハハ

ンンタターーににおおいいかかけけらられれててししままいいまますす。。

ｶｶﾀﾀ

『ひとしずくの水』★★
ウォルター・ウィック／作

林
はやし

田
だ

康
こう

一
いち

／訳

あすなろ書房

ひひととししずずくくのの水水とといいっっししょょにに““旅旅””ををししててみみまませせ

んんかか。。水水
すい

蒸蒸
じょう

気気
き

、、雲雲、、氷氷、、雪雪のの結結
けっ

晶晶
しょう

とと、、ささままざざままなな姿姿
すがた

にに変変
か

わわるる水水。。毎毎日日ふふれれてていいるる水水ににつついいてて、、どどののくくらら

いい知知っってていいるるででししょょううかか。。

一一
いっ

瞬瞬
しゅん

一一瞬瞬ををととららええたた写写真真にに、、水水ののふふししぎぎがが浮浮
う

かかびび

上上ががっっててききまますす。。

うちリスって？

今
こ ん

号
ご う

のテーマ

『 種類の氷』★★★
エレン・ブライアン・オベッド／文

バーバラ・マクリントック／絵

福
ふく

本
もと

友
ゆ

美
み

子
こ

／訳

ほるぷ出版

ささむむくくななっっててくくるるとと、、ババケケツツのの中中にに初初
はつ

氷氷
ごおり

がが見見つつかか

るる。。ここのの氷氷ははううすすくくててすすぐぐににわわれれててししままうう。。つつぎぎのの氷氷

ははももうう少少ししああつつみみががあありり、、冬冬ががふふかかくくななるるとと、、どどんんどど

んん氷氷ががああつつくくななっってていいくく。。ややががててリリンンククをを作作りり、、子子どど

ももたたちちははススケケーートトをを楽楽ししむむ。。 種種
しゅ

類類
るい

のの氷氷ととととももにに、、

生生きき生生ききとと冬冬ををすすごごすす子子どどももたたちちののおお話話。。

ｵｵﾍﾍ

ススヒヒ

雲雲
くも

、、雨雨
あめ

、、雪雪
ゆき

、、氷氷
こおり

……。。

みみんんなな水水
みず

ががすすががたたをを

変変
か

ええたたももののでですす。。すがたをかえる水
み ず



『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。

ｶｶﾄﾄ

『ホホジロザメ』★★
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵

福音館書店

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。

『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。

ｶｶﾄﾄ

『ホホジロザメ』★★
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵

福音館書店

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。

 

44  

 

33  

 

『漂流物』☆ 
デイヴィッド・ウィーズナー／作 
BL出版 

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。  

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいまましし

たた！！ 

ウウイイ  

『あまがえるりょこうしゃ 
トンボいけたんけん』☆ 

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく 

福音館書店 

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの  ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるるみみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。  

ママツツ  

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。  

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。 

『やぶこぎ 
川辺の草はらと生き物たち』 

モリナガ・ヨウ／作    ★★ 

畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作 

くもん出版 4466  

『風車小屋ねこカッチェ』 
グレッチェン・ウェルフレ／文 

ニコラ・ベイリー／絵  ★★ 

今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳 

BL出版 へへイイ  

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと  ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。  

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて、、堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。 

『ともだちは海のにおい』★★ 
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作  

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵 

理論社 

おお茶茶ががすすききなな  いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな  くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの  ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。  

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。 

ｸｸﾄﾄ  

『タマゾン川 
多摩川でいのちを考える』★★★ 
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著 

旬報社 

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。  

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。 

5511  

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて  すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。  

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた  ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん  ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。  

『おすのつぼにすんでいた 
おばあさん』★ 

ルーマー・ゴッデン／作 

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵 

徳間書店 
ｺｺﾂﾂ  

『ネッシーのおむこさん』★ 
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作 

西
にし

川
かわ

おさむ／絵   

金の星社 

ネネススここにに  かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた  かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。  

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと  かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと  ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。    

ｶｶﾄﾄ  

『ホホジロザメ』★★ 
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文 

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵 

福音館書店 

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。  

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。  

 

4488..77  

『しんかい 6500 
深海のひみつをさぐれ！』 

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作      ★★ 

友
とも

永
なが

たろ／絵 

くもん出版 

空空気気ががななくく、、ままっっ暗暗でで、、水水
すい

圧圧
あつ

ででおおししつつぶぶさされれててしし

ままうう深深
しん

海海
かい

。。““ ししんんかかいい 66550000”” はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささ

ぐぐりり、、海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、11660000回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。  

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ ししんんかかいい 66550000”” ののひひみみ
つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！  

6655  

『ガリバーのむすこ』★★★ 
マイケル・モーパーゴ／作 

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳 

小学館 

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。  

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？  

ﾓﾓﾊﾊ  

『シャーロット・ドイルの告白』 
アヴィ／作        ★★★ 

茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳 

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵 

あすなろ書房 

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。  

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。  

ｱｱﾋﾋ  

あっちこっち 水
み ず

めぐり 
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。  

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。  
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『漂流物』☆ 
デイヴィッド・ウィーズナー／作 
BL出版 

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。  

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいまましし

たた！！ 

ウウイイ  

『あまがえるりょこうしゃ 
トンボいけたんけん』☆ 

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく 

福音館書店 

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの  ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるるみみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。  

ママツツ  

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。  

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。 

『やぶこぎ 
川辺の草はらと生き物たち』 

モリナガ・ヨウ／作    ★★ 

畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作 

くもん出版 4466  

『風車小屋ねこカッチェ』 
グレッチェン・ウェルフレ／文 

ニコラ・ベイリー／絵  ★★ 

今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳 

BL出版 へへイイ  

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと  ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。  

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて、、堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。 

『ともだちは海のにおい』★★ 
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作  

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵 

理論社 

おお茶茶ががすすききなな  いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな  くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの  ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。  

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。 

ｸｸﾄﾄ  

『タマゾン川 
多摩川でいのちを考える』★★★ 
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著 

旬報社 

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。  

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。 

5511  

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて  すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。  

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた  ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん  ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。  

『おすのつぼにすんでいた 
おばあさん』★ 

ルーマー・ゴッデン／作 

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵 

徳間書店 
ｺｺﾂﾂ  

『ネッシーのおむこさん』★ 
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作 

西
にし

川
かわ

おさむ／絵   

金の星社 

ネネススここにに  かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた  かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。  

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと  かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと  ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。    

ｶｶﾄﾄ  

『ホホジロザメ』★★ 
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文 

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵 

福音館書店 

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。  

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。  

 

4488..77  

『しんかい 6500 
深海のひみつをさぐれ！』 

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作      ★★ 

友
とも

永
なが

たろ／絵 

くもん出版 

空空気気ががななくく、、ままっっ暗暗でで、、水水
すい

圧圧
あつ

ででおおししつつぶぶさされれててしし

ままうう深深
しん

海海
かい

。。““ ししんんかかいい 66550000”” はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささ

ぐぐりり、、海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、11660000回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。  

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ ししんんかかいい 66550000”” ののひひみみ
つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！  

6655  

『ガリバーのむすこ』★★★ 
マイケル・モーパーゴ／作 

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳 

小学館 

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。  

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？  

ﾓﾓﾊﾊ  

『シャーロット・ドイルの告白』 
アヴィ／作        ★★★ 

茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳 

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵 

あすなろ書房 

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。  

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。  

ｱｱﾋﾋ  

あっちこっち 水
み ず

めぐり 
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。  

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。  
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『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。

ｶｶﾄﾄ

『ホホジロザメ』★★
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵

福音館書店

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。

『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。
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／文
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ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。

『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。

ｶｶﾄﾄ

『ホホジロザメ』★★
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵

福音館書店

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。

『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。

『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。

ｶｶﾄﾄ

『ホホジロザメ』★★
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵

福音館書店

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。



『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。

ｶｶﾄﾄ

『ホホジロザメ』★★
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵

福音館書店

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。

『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。

ｶｶﾄﾄ

『ホホジロザメ』★★
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵

福音館書店

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。
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『漂流物』☆ 
デイヴィッド・ウィーズナー／作 
BL出版 

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。  

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいまましし

たた！！ 

ウウイイ  

『あまがえるりょこうしゃ 
トンボいけたんけん』☆ 

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく 

福音館書店 

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの  ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるるみみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。  

ママツツ  

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。  

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。 

『やぶこぎ 
川辺の草はらと生き物たち』 

モリナガ・ヨウ／作    ★★ 

畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作 

くもん出版 4466  

『風車小屋ねこカッチェ』 
グレッチェン・ウェルフレ／文 

ニコラ・ベイリー／絵  ★★ 

今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳 

BL出版 へへイイ  

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと  ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。  

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて、、堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。 

『ともだちは海のにおい』★★ 
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作  

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵 

理論社 

おお茶茶ががすすききなな  いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな  くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの  ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。  

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。 

ｸｸﾄﾄ  

『タマゾン川 
多摩川でいのちを考える』★★★ 
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著 

旬報社 

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。  

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。 

5511  

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて  すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。  

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた  ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん  ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。  

『おすのつぼにすんでいた 
おばあさん』★ 

ルーマー・ゴッデン／作 

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵 

徳間書店 
ｺｺﾂﾂ  

『ネッシーのおむこさん』★ 
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作 

西
にし

川
かわ

おさむ／絵   

金の星社 

ネネススここにに  かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた  かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。  

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと  かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと  ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。    

ｶｶﾄﾄ  

『ホホジロザメ』★★ 
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文 

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵 

福音館書店 

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。  

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。  

 

4488..77  

『しんかい 6500 
深海のひみつをさぐれ！』 

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作      ★★ 

友
とも

永
なが

たろ／絵 

くもん出版 

空空気気ががななくく、、ままっっ暗暗でで、、水水
すい

圧圧
あつ

ででおおししつつぶぶさされれててしし

ままうう深深
しん

海海
かい

。。““ ししんんかかいい 66550000”” はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささ

ぐぐりり、、海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、11660000回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。  

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ ししんんかかいい 66550000”” ののひひみみ
つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！  

6655  

『ガリバーのむすこ』★★★ 
マイケル・モーパーゴ／作 

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳 

小学館 

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。  

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？  

ﾓﾓﾊﾊ  

『シャーロット・ドイルの告白』 
アヴィ／作        ★★★ 

茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳 

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵 

あすなろ書房 

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。  

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。  

ｱｱﾋﾋ  

あっちこっち 水
み ず

めぐり 
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。  

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。  
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『漂流物』☆ 
デイヴィッド・ウィーズナー／作 
BL出版 

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。  

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいまましし

たた！！ 

ウウイイ  

『あまがえるりょこうしゃ 
トンボいけたんけん』☆ 

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく 

福音館書店 

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの  ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるるみみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。  

ママツツ  
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夏夏
か
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か
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せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。  

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。 
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くもん出版 4466  
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今
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江
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智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳 

BL出版 へへイイ  

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと  ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。  

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて、、堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。 

『ともだちは海のにおい』★★ 
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作  

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵 

理論社 

おお茶茶ががすすききなな  いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな  くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの  ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。  

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。 

ｸｸﾄﾄ  

『タマゾン川 
多摩川でいのちを考える』★★★ 
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著 

旬報社 

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。  

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。 

5511  

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて  すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。  

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた  ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん  ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。  

『おすのつぼにすんでいた 
おばあさん』★ 

ルーマー・ゴッデン／作 

中
なか
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ち

尋
ひろ

／訳・絵 
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角
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野
の
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子
こ

／作 

西
にし

川
かわ

おさむ／絵   

金の星社 

ネネススここにに  かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた  かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。  

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと  かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと  ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。    

ｶｶﾄﾄ  

『ホホジロザメ』★★ 
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文 

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵 

福音館書店 

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。  

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。  
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山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作      ★★ 

友
とも

永
なが

たろ／絵 

くもん出版 

空空気気ががななくく、、ままっっ暗暗でで、、水水
すい

圧圧
あつ

ででおおししつつぶぶさされれててしし

ままうう深深
しん

海海
かい

。。““ ししんんかかいい 66550000”” はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささ

ぐぐりり、、海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、11660000回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。  

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ ししんんかかいい 66550000”” ののひひみみ
つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！  

6655  

『ガリバーのむすこ』★★★ 
マイケル・モーパーゴ／作 

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳 

小学館 

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。  

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？  

ﾓﾓﾊﾊ  

『シャーロット・ドイルの告白』 
アヴィ／作        ★★★ 

茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳 

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵 

あすなろ書房 

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。  

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。  

ｱｱﾋﾋ  

あっちこっち 水
み ず

めぐり 
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。  

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。  
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『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。

『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。
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『漂流物』☆ 
デイヴィッド・ウィーズナー／作 
BL出版 

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。  

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいまましし

たた！！ 

ウウイイ  

『あまがえるりょこうしゃ 
トンボいけたんけん』☆ 

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく 

福音館書店 

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの  ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるるみみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。  

ママツツ  

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。  

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。 

『やぶこぎ 
川辺の草はらと生き物たち』 

モリナガ・ヨウ／作    ★★ 

畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作 

くもん出版 4466  

『風車小屋ねこカッチェ』 
グレッチェン・ウェルフレ／文 

ニコラ・ベイリー／絵  ★★ 

今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳 

BL出版 へへイイ  

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと  ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。  

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて、、堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。 

『ともだちは海のにおい』★★ 
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作  

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵 

理論社 

おお茶茶ががすすききなな  いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな  くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの  ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。  

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。 

ｸｸﾄﾄ  

『タマゾン川 
多摩川でいのちを考える』★★★ 
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著 

旬報社 

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。  

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。 

5511  

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて  すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。  

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた  ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん  ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。  

『おすのつぼにすんでいた 
おばあさん』★ 

ルーマー・ゴッデン／作 

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵 

徳間書店 
ｺｺﾂﾂ  

『ネッシーのおむこさん』★ 
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作 

西
にし

川
かわ

おさむ／絵   

金の星社 

ネネススここにに  かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた  かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。  

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと  かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと  ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。    

ｶｶﾄﾄ  

『ホホジロザメ』★★ 
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文 

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵 

福音館書店 

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。  

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。  

 

4488..77  

『しんかい 6500 
深海のひみつをさぐれ！』 

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作      ★★ 

友
とも

永
なが

たろ／絵 

くもん出版 

空空気気ががななくく、、ままっっ暗暗でで、、水水
すい

圧圧
あつ

ででおおししつつぶぶさされれててしし

ままうう深深
しん

海海
かい

。。““ ししんんかかいい 66550000”” はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささ

ぐぐりり、、海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、11660000回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。  

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ ししんんかかいい 66550000”” ののひひみみ
つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！  

6655  

『ガリバーのむすこ』★★★ 
マイケル・モーパーゴ／作 

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳 

小学館 

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。  

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？  

ﾓﾓﾊﾊ  

『シャーロット・ドイルの告白』 
アヴィ／作        ★★★ 

茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳 

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵 

あすなろ書房 

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。  

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。  

ｱｱﾋﾋ  

あっちこっち 水
み ず

めぐり 
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。  

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。  
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『漂流物』☆ 
デイヴィッド・ウィーズナー／作 
BL出版 

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。  

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいまましし

たた！！ 

ウウイイ  

『あまがえるりょこうしゃ 
トンボいけたんけん』☆ 

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく 

福音館書店 

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの  ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるるみみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。  

ママツツ  

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。  

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。 

『やぶこぎ 
川辺の草はらと生き物たち』 

モリナガ・ヨウ／作    ★★ 

畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作 

くもん出版 4466  

『風車小屋ねこカッチェ』 
グレッチェン・ウェルフレ／文 

ニコラ・ベイリー／絵  ★★ 

今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳 

BL出版 へへイイ  

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと  ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。  

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて、、堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。 

『ともだちは海のにおい』★★ 
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作  

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵 

理論社 

おお茶茶ががすすききなな  いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな  くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの  ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。  

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。 

ｸｸﾄﾄ  

『タマゾン川 
多摩川でいのちを考える』★★★ 
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著 

旬報社 

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。  

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。 

5511  

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて  すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。  

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた  ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん  ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。  

『おすのつぼにすんでいた 
おばあさん』★ 

ルーマー・ゴッデン／作 

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵 

徳間書店 
ｺｺﾂﾂ  

『ネッシーのおむこさん』★ 
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作 

西
にし

川
かわ

おさむ／絵   

金の星社 

ネネススここにに  かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた  かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。  

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと  かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと  ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。    

ｶｶﾄﾄ  

『ホホジロザメ』★★ 
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文 

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵 

福音館書店 

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。  

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。  

 

4488..77  

『しんかい 6500 
深海のひみつをさぐれ！』 

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作      ★★ 

友
とも

永
なが

たろ／絵 

くもん出版 

空空気気ががななくく、、ままっっ暗暗でで、、水水
すい

圧圧
あつ

ででおおししつつぶぶさされれててしし

ままうう深深
しん

海海
かい

。。““ ししんんかかいい 66550000”” はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささ

ぐぐりり、、海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、11660000回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。  

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ ししんんかかいい 66550000”” ののひひみみ
つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！  

6655  

『ガリバーのむすこ』★★★ 
マイケル・モーパーゴ／作 

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳 

小学館 

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。  

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？  

ﾓﾓﾊﾊ  

『シャーロット・ドイルの告白』 
アヴィ／作        ★★★ 

茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳 

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵 

あすなろ書房 

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。  

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。  

ｱｱﾋﾋ  

あっちこっち 水
み ず

めぐり 
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。  

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。  
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『
漂
流
物
』
☆

 
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ー
ズ
ナ
ー
／
作

 
B

L
出
版

 

「「
漂漂ひ
ょ
う

流流り
ゅ
う

物物ぶ
つ

」」
とと
いい
うう
のの
はは
、、
海海
上上
やや
水水
上上
にに
浮浮う

かか
んん
でで
いい

てて
、、
流流
れれ
のの
まま
まま
にに
たた
だだ
よよ
うう
もも
のの
のの
ここ
とと
。。

  

漂漂
流流
物物
とと
しし
てて
海海う
み

辺辺べ

にに
うう
ちち
ああ
げげ
らら
れれ
たた
、、
古古
いい
水水
中中
カカ

メメ
ララ
。。
そそ
のの
カカ
メメ
ララ
をを
拾拾
っっ
たた
少少
年年
がが
、、
フフ
ィィ
ルル
ムム
をを
現現げ
ん

像像ぞ
う

しし

てて
もも
らら
うう
とと
、、
そそ
ここ
にに
はは
驚驚お
ど
ろ

きき
のの
世世
界界
がが
広広
がが
っっ
てて
いい
まま
しし

たた
！！

 

ウウ
イイ

  

『
あ
ま
が
え
る
り
ょ
こ
う
し
ゃ

 
ト
ン
ボ
い
け
た
ん
け
ん
』
☆

 

松ま
つ

岡お
か

た
つ
ひ
で
／
さ
く

 

福
音
館
書
店

 

ああ
まま
がが
ええ
るる
りり
ょょ
ここ
うう
しし
ゃゃ
にに
、、
たた
んん
けけ
んん
のの

  ささ
んん
かか
きき

ぼぼ
うう
しし
ゃゃ
がが
やや
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。
おお
きき
ゃゃ
くく
はは
、、
テテ
ンン
トト
ウウ
ムム

シシ
、、
ダダ
ンン
ゴゴ
ムム
シシ
ふふ
うう
ふふ
、、
カカ
タタ
ツツ
ムム
リリ
。。
ペペ
ッッ
トト
ボボ
トト
ルル
でで

つつ
くく
っっ
たた
ボボ
ーー
トト
にに
のの
りり
ここ
んん
だだ
らら
、、
トト
ンン
ボボ
いい
けけ
のの
たた
んん

けけ
んん
にに
しし
ゅゅ
っっ
ぱぱ
つつ
！！
みみ
んん
なな
、、
はは
じじ
めめ
てて
みみ
るる
みみ
ずず
のの
なな

かか
のの
せせ
かか
いい
にに
、、
きき
ょょ
うう
みみ
しし
んん
しし
んん
でで
すす
。。

  

ママ
ツツ

  

初初し
ょ

夏夏か

のの
河河か

川川せ
ん

敷敷し
き

にに
おお
りり
てて
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。
見見
上上
げげ
るる
ほほ
どど

背背せ

のの
高高
いい
オオ
ギギ
のの
葉葉
をを
、、
両両
手手
でで
かか
きき
わわ
けけ
てて
進進
んん
でで
いい
きき

まま
すす
。。
ここ
れれ
がが
「「
やや
ぶぶ
ここ
ぎぎ
」」
でで
すす
。。

  

河河
川川
敷敷
にに
はは
ゆゆ
たた
かか
なな
自自し

然然ぜ
ん

がが
広広
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
ここ

でで
見見
つつ
かか
るる
いい
ろろ
いい
ろろ
なな
生生
きき
物物
たた
ちち
とと
、、
河河
川川
敷敷
のの
一一
年年

をを
たた
どど
っっ
てて
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。

 

『
や
ぶ
こ
ぎ

 
川
辺
の
草
は
ら
と
生
き
物
た
ち
』

 
モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ
／
作

 
 

 
 
★
★

 

畠は
た

佐さ

代よ

子こ

／
作

 

く
も
ん
出
版

 
44
66
  

『
風
車
小
屋
ね
こ
カ
ッ
チ
ェ
』

 
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
ウ
ェ
ル
フ
レ
／
文

 

ニ
コ
ラ
・
ベ
イ
リ
ー
／
絵

 
 
★
★

 

今い
ま

江え

祥よ
し

智と
も

＆
遠え
ん

藤ど
う

育い
く

枝え

／
訳

 

B
L
出
版

 
へへ

イイ
  

オオ
ララ
ンン
ダダ
のの
海海
ぞぞ
いい
のの
村村
でで
、、
粉粉こ
な

屋屋や

のの
ニニ
ココ
とと

  ネネ
ココ
のの

カカ
ッッ
チチ
ェェ
はは
、、
のの
んん
びび
りり
くく
らら
しし
てて
いい
たた
。。
でで
もも
、、
ニニ
ココ
にに

おお
よよ
めめ
ささ
んん
がが
きき
てて
かか
らら
、、
カカ
ッッ
チチ
ェェ
はは
じじ
ゃゃ
まま
もも
のの
ああ
つつ

かか
いい
ささ
れれ
てて
しし
まま
うう
。。

  

そそ
んん
なな
ああ
るる
日日
、、
嵐嵐あ
ら
し

がが
きき
てて
、、
堤堤て
い

防防ぼ
う

がが
きき
れれ
てて
しし
まま
うう
ほほ

どど
のの
大大だ
い

洪洪こ
う

水水ず
い

がが
おお
ここ
っっ
たた
。。

 

『
と
も
だ
ち
は
海
の
に
お
い
』
★

★
 

工く

藤ど
う

直な
お

子こ

／
作

 
 

長ち
ょ
う

新し
ん

太た

／
絵

 

理
論
社

 

おお
茶茶
がが
すす
きき
なな

  いい
るる
かか
とと
、、
ビビ
ーー
ルル
がが
すす
きき
なな

  くく
じじ
らら

はは
ココ
ドド
クク
がが
すす
きき
だだ
。。
でで
もも
、、
星星
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい
のの

  しし
ずず
かか
なな

よよ
るる
はは
、、
だだ
れれ
かか
とと
飲飲
みみ
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
たた
。。

  

そそ
んん
なな
ふふ
たた
りり
がが
とと
もも
だだ
ちち
にに
なな
っっ
たた
。。
散散さ
ん

歩歩ぽ

しし
たた
りり
、、
本本

をを
よよ
んん
だだ
りり
、、
手手
紙紙
をを
書書
いい
たた
りり
しし
てて
、、
ふふ
たた
りり
のの
じじ
かか
んん
をを

すす
ごご
すす
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。

 

ｸｸ
ﾄﾄ
  

『
タ
マ
ゾ
ン
川

 
多
摩
川
で
い
の
ち
を
考
え
る
』
★

★
★

 
山や
ま

崎さ
き

充み
つ

哲あ
き

／
著

 

旬
報
社

 

アア
ロロ
ワワ
ナナ
、、
ググ
ッッ
ピピ
ーー
、、
ピピ
ララ
ニニ
アア
……
多多た

摩摩ま

川川が
わ

にに
はは
世世
界界
中中

かか
らら
やや
っっ
てて
きき
たた
「「
外外が
い

来来ら
い

種種し
ゅ

」」
のの
魚魚
がが
たた
くく
ささ
んん
いい
まま
すす
。。
ささ

まま
ざざ
まま
なな
理理
由由
でで
放放
ささ
れれ
たた
魚魚
がが
数数
をを
増増ふ

やや
しし
たた
のの
でで
すす
。。

ここ
れれ
でで
はは
アア
ママ
ゾゾ
ンン
川川
なな
らら
ぬぬ
「「
タタ
ママ
ゾゾ
ンン
川川
」」
でで
すす
。。

  

わわ
たた
しし
たた
ちち
がが
川川
とと
、、
そそ
ここ
にに
生生
きき
るる
いい
のの
ちち
とと
どど
うう
向向

きき
合合
うう
かか
、、
考考
ええ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。

 

55
11
  

おお
すす
のの
つつ
ぼぼ
のの
家家
はは
、、
けけ
っっ
しし
てて

  すす
みみ
ごご
ここ
ちち
のの
よよ
いい
家家

でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
でで
もも
、、
おお
ばば
ああ
ささ
んん
はは
気気
にに
しし
てて
いい
まま
せせ

んん
でで
しし
たた
。。

  

とと
ここ
ろろ
がが
ああ
るる
日日
、、
いい
のの
ちち
をを
たた
すす
けけ
たた

  ささ
かか
なな
かか
らら
「「
ねね

がが
いい
をを
かか
なな
ええ
てて
やや
ろろ
うう
」」
とと
いい
わわ
れれ
まま
すす
。。
おお
ばば
ああ
ささ
んん
のの

くく
らら
しし
はは
、、
だだ
んん
だだ
んん

  ごご
うう
かか
にに
なな
っっ
てて
いい
きき
まま
すす
がが
……
。。

  

『
お
す
の
つ
ぼ
に
す
ん
で
い
た

 
お
ば
あ
さ
ん
』
★

 
ル
ー
マ
ー
・
ゴ
ッ
デ
ン
／
作

 

中な
か

川が
わ

千ち

尋ひ
ろ

／
訳
・
絵

 

徳
間
書
店

 
ｺｺ
ﾂﾂ
  

『
ネ
ッ
シ
ー
の
お
む
こ
さ
ん
』
★

 
角か
ど

野の

栄え
い

子こ

／
作

 

西に
し

川か
わ

お
さ
む
／
絵

  
 

金
の
星
社

 

ネネ
スス
ここ
にに

  かか
いい
じじ
ゅゅ
うう
ネネ
ッッ
シシ
ーー
がが
いい
るる
とと
いい
うう
ニニ
ュュ
ーー

スス
をを
きき
いい
たた

  かか
いい
じじ
ゅゅ
うう
ザザ
ブブ
ーー
。。
おお
よよ
めめ
ささ
んん
にに
なな
っっ
てて

もも
らら
おお
うう
とと
、、
ネネ
ッッ
シシ
ーー
にに
ああ
いい
にに
いい
くく
ここ
とと
にに
しし
まま
しし
たた
。。

  

とと
ここ
ろろ
がが
、、
ああ
やや
しし
いい
ふふ
ねね
とと

  かか
んん
ちち
がが
いい
ささ
れれ
たた
りり
、、

ザザ
ブブ
ーー
ここ
そそ
がが
ネネ
ッッ
シシ
ーー
だだ
とと

  まま
ちち
がが
わわ
れれ
たた
りり
、、
せせ
かか
いい

じじ
ゅゅ
うう
がが
おお
おお
ささ
わわ
ぎぎ
にに
なな
りり
まま
すす
。。

  
  

ｶｶ
ﾄﾄ
  

『
ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
』
★

★
 

沼ぬ
ま

口ぐ
ち

麻あ
さ

子こ

／
文

 

関せ
き

俊し
ゅ
ん

一い
ち

／
絵

 

福
音
館
書
店

 

ホホ
ホホ
ジジ
ロロ
ザザ
メメ
はは
世世
界界
中中
のの
ほほ
ぼぼ
すす
べべ
てて
のの
海海
にに
すす
んん
でで

いい
てて
、、
大大
きき
ささ
はは
最最さ
い

大大だ
い

６６
メメ
ーー
トト
ルル
をを
超超こ

ええ
るる
。。
獲獲え

物物も
の

にに
かか

ぶぶ
りり
つつ
くく
とと
きき
はは
白白
目目
をを
むむ
きき
、、
自自
分分
のの
体体
をを
回回
転転
ささ
せせ
なな

がが
らら
、、
すす
ささ
まま
じじ
いい
力力
でで
肉肉
をを
かか
じじ
りり
とと
っっ
てて
いい
くく
。。

  

狩狩か

りり
のの
よよ
うう
すす
やや
子子
ザザ
メメ
のの
たた
んん
じじ
ょょ
うう
をを
、、
迫迫は
く

力力り
ょ
く

ああ
るる

絵絵
でで
しし
ょょ
うう
かか
いい
しし
たた
本本
。。

  

 

44
88
..
77
  

『
し
ん
か
い

6
5

0
0

 
深
海
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
れ
！
』

 
山や
ま

本も
と

省し
ょ
う

三ぞ
う

／
作

 
 

 
 

 
 
★

★
 

友と
も

永な
が

た
ろ
／
絵

 

く
も
ん
出
版

 

空空
気気
がが
なな
くく
、、
まま
っっ
暗暗
でで
、、
水水す
い

圧圧あ
つ

でで
おお
しし
つつ
ぶぶ
ささ
れれ
てて
しし

まま
うう
深深し
ん

海海か
い

。。““
しし
んん
かか
いい

66
55

00
00
””
はは
深深
いい
海海
中中
やや
海海か
い

底底て
い

をを
ささ

ぐぐ
りり
、、
海海
のの
なな
ぞぞ
をを
とと
きき
ああ
かか
すす
たた
めめ
にに
つつ
くく
らら
れれ
たた
潜潜せ
ん

水水す
い

調調ち
ょ
う

査査さ

船船せ
ん

でで
、、

11
66

00
00
回回
以以い

上上じ
ょ
う

もも
海海
にに
もも
ぐぐ
っっ
てて
いい
るる
。。

  

そそ
んん
なな
スス
ーー
パパ
ーー
ママ
シシ
ンン
““
しし
んん
かか
いい

66
55

00
00
””
のの
ひひ
みみ

つつ
とと
、、
深深
海海
調調
査査
のの
アア
レレ
ココ
レレ
をを
大大
公公
開開
！！

  

66
55
  

『
ガ
リ
バ
ー
の
む
す
こ
』
★
★

★
 

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ
／
作

 

杉す
ぎ

田た

七な
な

重え

／
訳

 

小
学
館

 

ぼぼ
くく
はは
戦戦せ
ん

争争そ
う

でで
故故こ

郷郷き
ょ
う

とと
よよ
べべ
るる
場場
所所
をを
なな
くく
しし
たた
。。
母母
ささ

んん
とと
もも
はは
なな
れれ
ばば
なな
れれ
にに
なな
りり
、、
おお
じじ
ささ
んん
がが
いい
るる
イイ
ギギ
リリ

スス
にに
行行
くく
たた
めめ
にに
乗乗
っっ
たた
ボボ
ーー
トト
もも
遭遭そ
う

難難な
ん

しし
てて
しし
まま
うう
。。

  

目目
をを
ささ
まま
すす
とと
小小
人人
がが
ぼぼ
くく
をを
とと
りり
かか
ここ
みみ
「「
ガガ
リリ
ババ
ーー

のの
むむ
すす
ここ
」」
とと
よよ
んん
でで
いい
たた
。。
どど
うう
やや
らら
歓歓か
ん

迎迎げ
い

ささ
れれ
てて
いい
るる

よよ
うう
だだ
がが
、、
ここ
れれ
かか
らら
どど
うう
すす
れれ
ばば
いい
いい
のの
だだ
ろろ
うう
？？

  ﾓﾓ
ﾊﾊ
  

『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ド
イ
ル
の
告
白
』

 
ア
ヴ
ィ
／
作

 
 

 
 

 
 

 
 
★
★
★

 

茅ち

野の

美み

ど
里り

／
訳

 

佐さ

竹た
け

美み

保ほ

／
絵

 

あ
す
な
ろ
書
房

 

上上
流流
階階
級級
のの
おお
嬢嬢じ
ょ
う

ささ
まま
シシ
ャャ
ーー
ロロ
ッッ
トト
・・
ドド
イイ
ルル
はは
、、
何何

のの
運運
命命
のの
いい
たた
ずず
らら
かか
、、
たた
だだ
一一
人人
のの
乗乗
客客
とと
しし
てて
シシ
ーー
ホホ

ーー
クク
号号
にに
上上
船船
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
。。
そそ
れれ
はは
、、
思思
いい
もも
よよ

らら
なな
いい
過過か

酷酷こ
く

なな
船船
旅旅
のの
始始
まま
りり
だだ
っっ
たた
。。

  

シシ
ャャ
ーー
ロロ
ッッ
トト
がが
引引
きき
起起
ここ
しし
たた
恐恐お
そ

ろろ
しし
いい
事事じ

件件け
ん

とと
はは
？？

ここ
のの
船船
にに
かか
くく
ささ
れれ
たた
秘秘ひ

密密み
つ

とと
はは
？？
手手
にに
汗汗あ
せ

握握に
ぎ

るる
物物
語語
。。

  

ｱｱ
ﾋﾋ
  

あ
っ
ち
こ
っ
ち

 
水み

ず

め
ぐ
り

 水水み
ず

はは
長長な
が

いい
時時じ

間間か
ん

をを
かか
けけ
てて
世世せ

界界か
い

中中じ
ゅ
う

をを
旅旅た
び

しし
てて
いい
まま
すす
。。

  

川川か
わ

やや
海海う
み

、、
池池い
け

やや
湖湖
み
ず
う
み

、、
そそ
しし
てて
深深し
ん

海海か
い

。。
水水
はは
どど
ここ
にに
でで
もも
ああ
るる
のの
でで
すす
。。

水水
とと
いい
っっ
しし
ょょ
にに
地地ち

球球き
ゅ
う

をを
めめ
ぐぐ
っっ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。
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『漂流物』☆
デイヴィッド・ウィーズナー／作

出版

「「漂漂
ひょう

流流
りゅう

物物
ぶつ

」」とといいううののはは、、海海上上やや水水上上にに浮浮
う

かかんんででいい

てて、、流流れれののままままににたただだよよううももののののこことと。。

漂漂流流物物ととししてて海海
うみ

辺辺
べ

ににううちちああげげらられれたた、、古古いい水水中中カカ

メメララ。。そそののカカメメララをを拾拾っったた少少年年がが、、フフィィルルムムをを現現
げん

像像
ぞう

しし

ててももららううとと、、そそここににはは驚驚
おどろ

ききのの世世界界がが広広ががっってていいたた！！

ウウイイ

『あまがえるりょこうしゃ
トンボいけたんけん』☆

松
まつ

岡
おか

たつひで／さく

福音館書店

ああままががええるるりりょょここううししゃゃにに、、たたんんけけんんのの ささんんかかきき

ぼぼううししゃゃががややっっててききままししたた。。おおききゃゃくくはは、、テテンントトウウムム

シシ、、ダダンンゴゴムムシシふふううふふ、、カカタタツツムムリリ。。ペペッットトボボトトルルでで

つつくくっったたボボーートトににののりりここんんだだらら、、トトンンボボいいけけののたたんん

けけんんににししゅゅっっぱぱつつ！！みみんんなな、、ははじじめめててみみるる みみずずののなな

かかののせせかかいいにに、、ききょょううみみししんんししんんでですす。。

ママツツ

初初
しょ

夏夏
か

のの河河
か

川川
せん

敷敷
しき

ににおおりりててみみままししょょうう。。見見上上げげるるほほどど

背背
せ

のの高高いいオオギギのの葉葉をを、、両両手手ででかかききわわけけてて進進んんででいいきき

まますす。。ここれれがが「「ややぶぶここぎぎ」」でですす。。

河河川川敷敷ににははゆゆたたかかなな自自
し

然然
ぜん

がが広広ががっってていいまますす。。そそここ

でで見見つつかかるるいいろろいいろろなな生生きき物物たたちちとと、、河河川川敷敷のの一一年年

ををたたどどっっててみみままししょょうう。。

『やぶこぎ
川辺の草はらと生き物たち』

モリナガ・ヨウ／作 ★★
畠
はた

佐
さ

代
よ

子
こ

／作

くもん出版

『風車小屋ねこカッチェ』
グレッチェン・ウェルフレ／文

ニコラ・ベイリー／絵 ★★
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

＆遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

出版 へへイイ

オオラランンダダのの海海ぞぞいいのの村村でで、、粉粉
こな

屋屋
や

ののニニココとと ネネココのの

カカッッチチェェはは、、ののんんびびりりくくららししてていいたた。。ででもも、、ニニココにに

おおよよめめささんんががききててかからら、、カカッッチチェェははじじゃゃままももののああつつ

かかいいさされれててししままうう。。

そそんんななああるる日日、、嵐嵐
あらし

ががききてて 堤堤
てい

防防
ぼう

ががききれれててししままううほほ

どどのの大大
だい

洪洪
こう

水水
ずい

ががおおここっったた。。

『ともだちは海のにおい』★★
工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／作

長
ちょう

新
しん

太
た

／絵

理論社

おお茶茶ががすすききなな いいるるかかとと、、ビビーールルががすすききなな くくじじらら

ははココドドククががすすききだだ。。ででもも、、星星ががいいっっぱぱいいのの ししずずかかなな

よよるるはは、、だだれれかかとと飲飲みみたたいいとと思思っってていいたた。。

そそんんななふふたたりりががととももだだちちににななっったた。。散散
さん

歩歩
ぽ

ししたたりり、、本本

ををよよんんだだりり、、手手紙紙をを書書いいたたりりししてて、、ふふたたりりののじじかかんんをを

すすごごすすよよううににななっったた。。

ｸｸﾄﾄ

『タマゾン川
多摩川でいのちを考える』★★★

山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著

旬報社

アアロロワワナナ、、ググッッピピーー、、ピピララニニアア……多多
た

摩摩
ま

川川
がわ

ににはは世世界界中中

かかららややっっててききたた「「外外
がい

来来
らい

種種
しゅ

」」のの魚魚ががたたくくささんんいいまますす。。ささ

ままざざままなな理理由由でで放放さされれたた魚魚がが数数をを増増
ふ

ややししたたののでですす。。

ここれれででははアアママゾゾンン川川ななららぬぬ「「タタママゾゾンン川川」」でですす。。

わわたたししたたちちがが川川とと、、そそここにに生生ききるるいいののちちととどどうう向向

きき合合ううかか、、考考ええててみみまませせんんかか。。

おおすすののつつぼぼのの家家はは、、けけっっししてて すすみみごごここちちののよよいい家家

ででははあありりまませせんん。。ででもも、、おおばばああささんんはは気気ににししてていいまませせ

んんででししたた。。

ととこころろががああるる日日、、いいののちちををたたすすけけたた ささかかななかからら「「ねね

ががいいををかかななええててややろろうう」」とといいわわれれまますす。。おおばばああささんんのの

くくららししはは、、だだんんだだんん ごごううかかににななっってていいききまますすがが……。。

『おすのつぼにすんでいた
おばあさん』★

ルーマー・ゴッデン／作

中
なか

川
がわ

千
ち

尋
ひろ

／訳・絵

徳間書店
ｺｺﾂﾂ

『ネッシーのおむこさん』★
角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／作

西
にし

川
かわ

おさむ／絵

金の星社

ネネススここにに かかいいじじゅゅううネネッッシシーーががいいるるとといいううニニュューー

ススををききいいたた かかいいじじゅゅううザザブブーー。。おおよよめめささんんににななっってて

ももららおおううとと、、ネネッッシシーーににああいいににいいくくここととににししままししたた。。

ととこころろがが、、ああややししいいふふねねとと かかんんちちががいいさされれたたりり、、

ザザブブーーここそそががネネッッシシーーだだとと ままちちががわわれれたたりり、、せせかかいい

じじゅゅううががおおおおささわわぎぎににななりりまますす。。

ｶｶﾄﾄ

『ホホジロザメ』★★
沼
ぬま

口
ぐち

麻
あさ

子
こ

／文

関
せき

俊
しゅん

一
いち

／絵

福音館書店

ホホホホジジロロザザメメはは世世界界中中ののほほぼぼすすべべててのの海海ににすすんんでで

いいてて、、大大ききささはは最最
さい

大大
だい

６６メメーートトルルをを超超
こ

ええるる。。獲獲
え

物物
もの

ににかか

ぶぶりりつつくくととききはは白白目目ををむむきき、、自自分分のの体体をを回回転転ささせせなな

ががらら、、すすささままじじいい力力でで肉肉ををかかじじりりととっってていいくく。。

狩狩
か

りりののよよううすすやや子子ザザメメののたたんんじじょょううをを、、迫迫
はく

力力
りょく

ああるる

絵絵ででししょょううかかいいししたた本本。。

『しんかい
深海のひみつをさぐれ！』

山
やま

本
もと

省
しょう

三
ぞう

／作 ★★
友
とも

永
なが

たろ／絵

くもん出版

““ししんんかかいい ””はは深深いい海海中中やや海海
かい

底底
てい

ををささぐぐりり、、

海海ののななぞぞををととききああかかすすたためめににつつくくらられれたた有有
ゆう

人人
じん

潜潜
せん

水水
すい

調調
ちょう

査査
さ

船船
せん

でで、、 回回以以
い

上上
じょう

もも海海ににももぐぐっってていいるる。。

そそんんななススーーパパーーママシシンン““ししんんかかいい ””ののひひみみ

つつとと、、深深海海調調査査ののアアレレココレレをを大大公公開開！！

『ガリバーのむすこ』★★★
マイケル・モーパーゴ／作

杉
すぎ

田
た

七
なな

重
え

／訳

小学館

ぼぼくくはは戦戦
せん

争争
そう

でで故故
こ

郷郷
きょう

ととよよべべるる場場所所ををななくくししたた。。母母ささ

んんととももははななれればばななれれににななりり、、おおじじささんんががいいるるイイギギリリ

ススにに行行くくたためめにに乗乗っったたボボーートトもも遭遭
そう

難難
なん

ししててししままうう。。

目目ををささまますすとと小小人人ががぼぼくくををととりりかかここみみ「「ガガリリババーー

ののむむすすここ」」ととよよんんででいいたた。。どどううややらら歓歓
かん

迎迎
げい

さされれてていいるる

よよううだだがが、、ここれれかかららどどううすすれればばいいいいののだだろろうう？？

ﾓﾓﾊﾊ

『シャーロット・ドイルの告白』
アヴィ／作 ★★★
茅
ち

野
の

美
み

ど里
り

／訳

佐
さ

竹
たけ

美
み

保
ほ

／絵

あすなろ書房

上上流流階階級級ののおお嬢嬢
じょう

ささままシシャャーーロロッットト・・ドドイイルルはは、、何何

のの運運命命ののいいたたずずららかか、、たただだ一一人人のの乗乗客客ととししててシシーーホホ

ーークク号号にに上上船船すするるここととににななっったた。。そそれれはは、、思思いいももよよ

ららなないい過過
か

酷酷
こく

なな船船旅旅のの始始ままりりだだっったた。。

シシャャーーロロッットトがが引引きき起起ここししたた恐恐
おそ

ろろししいい事事
じ

件件
けん

ととはは？？

ここのの船船ににかかくくさされれたた秘秘
ひ

密密
みつ

ととはは？？手手にに汗汗
あせ

握握
にぎ

るる物物語語。。

ｱｱﾋﾋ

あっちこっち 水
み ず

めぐり
水水
みず

はは長長
なが

いい時時
じ

間間
かん

ををかかけけてて世世
せ

界界
かい

中中
じゅう

をを旅旅
たび

ししてていいまますす。。

川川
かわ

やや海海
うみ

、、池池
いけ

やや 湖湖
みずうみ

、、そそししてて深深
しん

海海
かい

。。水水ははどどここににででももああるるののでですす。。

水水とといいっっししょょにに地地
ち

球球
きゅう

ををめめぐぐっっててみみまませせんんかか。。

『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。



『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。

『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。

『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。

『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。

『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。

『どうして なくの？』☆
フラン・ピンタデーラ／文

アナ・センデル／絵

星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

／訳

偕成社

「「ぼぼくくたたちち どどううししててななくくのの？？」」ママリリオオははおおかかああささ

んんににききききままししたた。。

かかななししいいとときき、、おおここっったたとときき、、いいたたくくててつつららいいとと

きき、、ししああわわせせななとときき。。「「ななくく」」ににははいいろろいいろろなな「「ななくく」」

ががああるる。。だだれれだだっっててみみんんなな、、ななくくののでですす。。

セセンン

『おふろやさん』☆
西
にし

村
むら

繁
しげ

男
お

／作

福音館書店

たたかかいいええんんととつつををみみつつけけたたらら、、おおふふろろややささんんかかもも

ししれれまませせんん。。ひひろろびびろろととししたた おおふふろろののかかべべににはは、、

ななににがが ええががかかれれてていいるるででししょょううかか。。ぽぽかかぽぽかかににああ

たたたたままっってて ののどどががかかわわいいたたらら、、ななににををののみみたたくくなな

るるででししょょううかか。。

ニニシシ

『どうぶつ みずそうどう』
かじりみな子

こ

／作 ★★
偕成社

たたんんぼぼににみみずずををひひくく「「よよううすすいいろろ」」ををつつくくっってて、、すす

みみややすすくくななっったた かかええるるむむらら。。ととこころろがが、、ああたたららししくく

ででききたたむむららのの いいたたちちとと かかににがが、、むむりりややりりみみずずののなな

ががれれををかかええててししままいいままししたた。。ここののままままでではは、、みみずずののとと

りりああいいででけけんんかかににななっっててししままいいまますす。。そそここでで、、みみんんなな

ががちちかかららををああわわせせててつつくくりりああげげたたももののととはは？？

カカシシ

『かき氷 天然氷をつくる』★★
細
ほそ

島
じま

雅
まさ

代
よ

／写真

伊
い

地
じ

知
ち

英
えい

信
しん

／文

岩崎書店

ふふんんわわりりととけけずずらられれたた、、つつめめたたくくてておおいいししいいかかきき

氷氷。。全全国国でで数数
すう

軒軒
けん

ししかかなないい天天
てん

然然
ねん

氷氷
ごおり

ををつつくくるる氷氷屋屋はは、、どど

んんなな仕仕事事ををししてていいるるののででししょょううかか。。

天天然然氷氷はは自自
し

然然
ぜん

のの冬冬のの寒寒ささをを助助けけにに、、ほほととんんどど人人のの

手手間間ででつつくくらられれまますす。。天天然然氷氷ががつつくくらられれるるままででののくく

ふふううとと苦苦
く

労労
ろう

ををののぞぞいいててみみままししょょうう。。

『なんて くさいんだ！
ロンドンを救ったジョゼフの物語』

コリーン・ペフ／文 ★★★
ナンシー・カーペンター／絵

金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

あかつき教育図書

年年、、ロロンンドドンンののテテムムズズ川川ははううんんちちででああふふれれ

てて、、ととててももくくささかかっったた。。そそののせせいいででココレレララとといいうう伝伝
でん

染染
せん

病病
びょう

がが流流行行しし、、たたくくささんんのの死死者者ががででててししままっったた。。

土土
ど

木木
ぼく

技技
ぎ

師師
し

ののジジョョゼゼフフははテテムムズズ川川ををききれれいいににすするるたた

めめ、、ああるる計計画画ををたたててるる。。ロロンンドドンンをを健健
けん

康康
こう

的的
てき

ででききれれいいなな

街街
まち

にに変変
か

ええたた彼彼
かれ

ののすすばばららししいい仕仕事事をを見見ててみみよようう。。

『肥後の石工』★★★
今
いま

西
にし

祐
すけ

行
ゆき

／作

岩波書店

ｲｲﾏﾏ

九九州州にに江江
え

戸戸
ど

時時
じ

代代
だい

かからら残残
のこ

るる石石橋橋ががあありりまますす。。石石橋橋はは

敵敵
てき

ががせせめめててききたた時時ののたためめにに、、一一つつのの石石ををははずずすすとと落落

ちちるるよよううにに作作らられれ、、そそののひひみみつつががももれれなないいよようう、、職職
しょく

人人
にん

たたちちはは「「永永
なが

送送
おく

りり」」でで切切りり捨捨
す

ててらられれててししままいいまますす。。

永永送送りりかからら一一人人生生きき残残っったた岩岩
いわ

永永
なが

三三
さん

五五
ご

郎郎
ろう

のの、、命命ががけけ

のの職職人人人人生生のの物物語語でですす。。

『雨の日の地下トンネル』☆
鎌
かま

田
た

歩
あゆみ

／作

アリス館

ああめめががふふるるとと、、ああままみみずずははどどううろろののししたたへへななががれれ、、

ああつつままっったたみみずずはは かかわわへへななががさされれまますす。。ででもも、、ももっっ

ととたたくくささんんああめめががふふっったたらら、、かかわわももああふふれれててししままうう

かかももししれれまませせんん。。

そそんんななととききにに、、ままちちににみみずずががああふふれれなないいよよううにに

かかつつややくくすするる、、ちちかかののトトンンネネルルががああるるののでですす。。

『「イグルー」をつくる』
ウーリ・ステルツァー／写真と文

千
ち

葉
ば

茂
しげ

樹
き

／訳 ★★
あすなろ書房

北北
ほっ

極極
きょく

地地
ち

方方
ほう

にに住住むむイイヌヌイイッットトととよよばばれれるる人人びびととはは、、

かかつつててはは雪雪でで作作っったた家家ににくくららししてていいままししたた。。そそれれがが

「「イイググルルーー」」でですす。。雪雪ははいいくくららででももああっってて、、自自由由なな大大

ききささにに作作れれまますす。。夏夏ににななれればばととけけるるののでで、、狩狩
か

りりでで移移
い

動動
どう

すするるととききももここわわすす必必
ひつ

要要
よう

ががあありりまませせんん。。

イイググルルーーのの作作りり方方をを、、美美ししいい写写真真でで紹紹
しょう

介介
かい

ししまますす。。

『あたごの浦
讃岐のおはなし 日本の昔話』☆

脇
わき

和
かず

子
こ

・脇
わき

明
あき

子
こ

／再話

大
だい

道
どう

あや／画

福音館書店 アアタタ

「「ここららここらら、、おおたたここ、、おおままええははそそここでで、、ななににををしし

よよんんやや」」「「へへええ、、おおななすすびびちちぎぎっってて、、食食べべよよりりまますす」」

すすななははままででここんんななふふううにに出出会会っったた鯛鯛
たい

ととたたここ。。「「今今
こん

晩晩
ばん

はは、、おお月月ささんんががききれれいいななけけんん、、ひひととつつ、、魚魚どどももをを集集

めめてて、、演演
えん

芸芸
げい

会会
かい

ででももせせんんかか」」

ににぎぎややかかなな夜夜ののははじじままりりでですす。。

『ヴォドニークの水の館
チェコのむかしばなし』★

まきあつこ／文

降
ふり

矢
や

なな／絵

出版

ままずずししいいむむすすめめはは水水
みず

辺辺
べ

のの主主ヴヴォォドドニニーーククににつつれれ

てていいかかれれ、、水水のの館館ででははたたららくくここととににななりりままししたた。。

むむすすめめははいいいいつつけけををよよくく守守りり仕仕事事ををししてていいまましし

たたがが、、ああるる日日、、ののぞぞいいててははいいけけなないいとと言言わわれれてていい

たた つつぼぼののふふたたををああけけててししままいいまますす。。

ホホトト

『中村哲物語
大地をうるおし平和につくした医師』
松
まつ

島
しま

恵
え

利
り

子
こ

／著 ★★★
汐文社

パパキキススタタンンととアアフフガガニニススタタンンににままたたががりり医医
い

療療
りょう

支支
し

援援
えん

をを行行っってていいたた、、医医
い

師師
し

のの中中
なか

村村
むら

哲哲
てつ

先先生生。。

大大
だい

干干
かん

ばばつつのの中中、、飢飢
き

餓餓
が

でで命命をを落落ととすす人人々々をを目目のの当当たた

りりににししたた先先生生はは、、「「医医
い

療療
りょう

よよりりもも水水だだ」」とと自自らら井井
い

戸戸
ど

をを掘掘
ほ

りり、、用用水水路路をを建建
けん

設設
せつ

ししまますす。。そそのの結結
けっ

果果
か

、、 万万人人もものの命命

がが救救
すく

わわれれたたののでですす。。

ﾅﾅｶｶ

『イワシ大王のゆめ
韓国のむかしばなし』★★

チョン・ミジン／再話

イ・ジョンギュン／絵

おおたけきよみ／訳

光村教育図書

東東のの海海ににすすんんででいいるるイイワワシシ大大王王がが、、ななんんととももふふしし

ぎぎななゆゆめめををみみままししたた。。そそここでで大大王王はは、、ゆゆめめううららなないい

ががよよくくああたたるるここととででゆゆううめめいいななハハゼゼをを 西西のの海海かからら

つつれれててくくるるよようう、、ヒヒララメメににいいいいつつけけままししたた。。

ヒヒララメメはは、、ととおおくくけけわわししいい海海ををけけんんめめいいににおおよよいい

でで、、ハハゼゼををたたずずねねてていいききままししたた。。

イイワワ

わたしたちの くらしと水
み ず

水水
みず

ははささままざざままなな形形
かたち

ででくくららししををささささええてていいまますす。。

人人
ひと

々々
びと

ははよよりりよよいいくくららししののたためめにに努努
ど

力力
りょく

をを重重
かさ

ねねててききままししたた。。

昔昔
むかし

話話
ばなし

ににもも水水ににかかかかわわるるおおははななししががででててききまますす。。



おうち読
ど く

書
し ょ

会
か い

に

招
しょう

待
た い

しよう！

★みんなで同
おな

じ本
ほん

を読
よ

んで、その本について話
はな

しあってみよう！

①読む本を決
き

めよう

②読書会の日
にち

時
じ

を決めよう

③ 招
しょう

待
たい

状
じょう

を渡
わた

そう（招待状はコピーして使
つか

ってね）

④読書会までに本を読んでおこう


